

















































処分を受けているかどうか(仮説 1)を検討した。課題 2として YLS/CMIにおい
てより高いリスク群と判定された非行少年ほど再犯に及ぶ確率が高いかどうか
(仮説 2)を検討した。課題 3として YLS/CMI原版で設定された群分けよりも、
より正確に再犯を予測できる群分けが可能かどうかを検討した。課題 4として
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の群よりも高く、施設退所後早期に再犯していた。(3)決定木分析による新たな群分けは Hoge & 
Andrewsの群分けよりも精度の高い再犯予測をもたらした。(4)中リスク群においてのみだが、少
年院送致された少年は社会内処遇された少年よりも再犯率が低く、矯正処遇効果が見られた。
(5)YLS/CMIの 8領域の中で、非行歴、家庭・養育状況、教育・雇用 が特に再犯と強く結びつい
ていることが確認されたが、他の領域もツール全体の予測力向上には寄与していた。 
本論文は、非行少年の追跡研究によって YLS/CMIの再犯リスク予測に実証的妥当性をもたらし、
また、日本の非行少年により対応した群分けを見出したが、逸脱継続要因と更生処遇効果をも明
らかにした本論文の成果は、犯罪心理学分野の発展に大きく寄与するものであるとともに、我が
国の司法矯正施策に対しても重要な貢献となるものである。よって、本論文の提出者は博士（文
学）の学位を授与されるに十分な資格を持つものと判断される。 
 
